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□　組織の概要

（１） 事業所名及び代表者氏名
有限会社　　研進鍍金製作所
代表取締役　　大谷 真也

（２） 所在地
〒312-0025  茨城県ひたちなか市武田870-3

（３） 環境管理責任者氏名及び連絡先
代表取締役　　大谷 真也 TEL：029-272-2702

E-mail ：kenshin.m@w6.dion.ne.jp
（４） 事業内容

自動車・医療・電機・機械等の部品のめっき加工

（５） 事業の規模
創立年 1958年（操業より63年）
資本金 300万円
年商（前年度） 8,100万円（2020年6月1日　～2021年5月31日）
従業員 14人
延べ床面積　 72 ｍ2

（６） 事業年度 6月～5月

□　実施体制

□　認証・登録の対象組織・活動

登録組織： 有限会社　　研進鍍金製作所

関連事業所： なし

対象外： なし

活動： 自動車・医療・電機・機械等の部品のめっき加工

担当：9人

＊尾又　雅行 ＊大谷　晃 ＊天海　千博 ＊大谷　純子
大谷　真也（兼） 大谷　真也（兼）

大谷　真也（兼）

排水処理部門 加工部門 営業部門 総務部門

代　表　者
代表取締役
大谷　真也

環境管理責任者
代表取締役

：全組織・全活動

2/7



スローガン

「未来に残そう～美しい地球～」

行動指針

・私たちは男女を問わず多様な人たちが共に活躍できる社会を目指します。

・私たちはエコアクション21の環境への取り組みを通して環境負荷の低減に

　努めます。

・エコアクション21への取り組みを有効に行うために必要な教育訓練を行い

　ます。

・環境活動レポートの公表を通じて、地域へのコミュニケーションを図るよ

　う努めます。

・信頼される品質、確実な納期、適正な価格、コンプライアンスの遵守、環

　境に関する法令及び法規の遵守に努めます。

改定：2019年６月１日

制定：2010年1月20日

(有)研進鍍金製作所

代表取締　大谷　真也

環 境 経 営 方 針

本スローガンのもとに、一人一人が毎日の生活の中で、少しずつ
の積み重ねで将来大き財産になるように努めていきます。
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□　環境経営目標　・　次年度及び中長期目標

基準年度
平成30

（2019）年度

今年度
令和3

（2021）年度

次年度
令和4

（2022）年度

実績 目標 目標 目標 目標 目標

101
電気使用量の削減
（ｋWｈ）

118,428 116,059 114,875 125,725 113,691 112,507 111,322

[基準年度からの削減率] 1％削減 2％削減 92% 3%削減 4%削減 5%削減

102
灯油使用量の削減
（Ｌ）

5,172 5,069 5,017 5,966 4,965 4,913 4,862

[基準年度からの削減率] 1％削減 2％削減 85% 3%削減 4%削減 5%削減

103
重油使用量の削減
（Ｌ） 15,652 15,339 15,182 16,660 15,026 14,869 14,713

[基準年度からの削減率] 1％削減 2％削減 92% 3%削減 4%削減 5%削減

104
二酸化炭素排出量の削減（ｋｇ
－ＣＯ２）

113,821 111,544 110,406 123,912 109,268 108,130 106,992

[基準年度からの削減率] 1％削減 2％削減 90% 3%削減 4%削減 5%削減

201
産業廃棄物の削減
（ｔ）

9.90 9.70 9.60 0.00 9.50 9.41 9.31

[基準年度からの削減率]
1％削減 2％削減 #DIV/0! 3%削減 4%削減 5%削減

301
地下水使用量の削減
（m3）

4,308 4,222 4,179 4,317 4,136 4,093 4,050

[基準年度からの削減率]
1％削減 2％削減 98% 3%削減 4%削減 5%削減

4.排水の水質維持・管理
には万全を期し、生態系
への影響に配慮する。

401
排水基準の遵守

水質測定
(1回/月)

水質測定
(1回/月)

水質測定
(1回/月) 100%

水質測定
(1回/月)

水質測定
(1回/月)

水質測定
(1回/月)

501
化学物質の物量管理(kg) 32,250 31,921 23,995 31,592 31,263 30,934

[基準年度からの削減率]
1％削減 2％削減 134% 3%削減 4%削減 5%削減

（注）購入電力の排出係数ですが、平成26年度からは最新の排出係数0.455を使用して見直しを行いました。（0.455kg-CO2/kwh：2018年度東電）

　　　産業廃棄物は平成30年度は処分なしだったため、平成29年度の数値を基準としました。

内　容

今年度実績

上段：実績値
下段：達成率

1.地球温暖化防止を図る
ため、二酸化炭素削減を
推進する。

令和5年度
(2023年度)

令和6年度
(2024年度)

令和7年度
(2025年度)環境経営方針

環境目標

5.従業員一人ひとりが環境
保全意識を高めつつ、環
境経営システムの実施、運
営に全員参加で取り組み
ます。

32,908

2.廃棄物の減量化、再資
源化を推進する。

3.総排水量(水の総使用
量)の抑制、削減に取り組
む。
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□　環境経営計画（今年度と来年度）

基準年度
平成30

（2018）年
度

今年度
令和3

（2021）年
度

来年度
令和4

（2022）年
度

実績 目標 目標

101
電気使用量の削減
（ｋWｈ）

118,428 116,059 114,875

[基準年度からの削減率] 1％削減 2％削減

102
灯油使用量の削減
（Ｌ）

5,172 5,069 5,017

[基準年度からの削減率] 1％削減 2％削減

103
重油使用量の削減
（Ｌ） 15,652 15,339 15,182

[基準年度からの削減率] 1％削減 2％削減

104
二酸化炭素排出量の削
減（ｋｇ－ＣＯ２）

113,821 111,544 110,406

[基準年度からの削減率] 1％削減 2％削減

201
産業廃棄物の削減
（ｔ）

9.9 9.7 9.6

[基準年度からの削減率] 1％削減 2％削減

301
地下水使用量の削減
（m3）

4,308 4,222 4,179

[基準年度からの削減率]

1％削減 2％削減

401
排水の水質維持・管理

32,250 31,921

1％削減 2％削減

5.従業員一人ひとり
が環境保全意識を高
めつつ、環境経営シ
ステムの実施、運営
に全員参加で取り組
みます。

32,908

501
化学物質の物量管理

501①
毎月の物量管理

501①
毎月の物量管理

令和2（2020）年度
（令和2年6月～令和3年5月）

環境経営方針

環境経営目標

内　容
今年度

令和3（2021）年度

環境経営計画

次年度
令和4（2022）年度

4.排水の水質維持・
管理には万全を期
し、生態系への影響
に配慮する。

401①
1回/月の外部委託測定

1.地球温暖化防止を
図るため、二酸化炭
素削減を推進する。

101①
不要な電灯を消す

101②
エアコンの設定温度の厳
守（夏季28度　冬季20度
）
102①
ジェットバーナのスイッチ
をこまめに切る

103①
ボイラー稼働時間の短縮
（ボイラーの点検票を作成
して熱効率を上げる）

[101①～103①による]

2.廃棄物の減量化、
再資源化を推進す
る。

201①
まずは安全な処理（（株）ミ
ヤマに処理委託）

3.総排水量(水の総
使用量)の抑制、削
減に取り組む。

301①
トイレの節水

301②
排水設備の点検票を作り
設備の無駄を少なくする

水質測定
(1回/月)

水質測定
(1回/月)

水質測定
(1回/月)

401①
1回/月の外部委託測定

101①
不要な電灯を消す

101②
エアコンの設定温度の厳
守（夏季28度　冬季20度
）
102①
ジェットバーナのスイッチ
をこまめに切る

103①
ボイラー稼働時間の短縮
（ボイラーの点検票を作成
して熱効率を上げる）

[101①～103①による]

201①
まずは安全な処理（（株）ミ
ヤマに処理委託）

301①
トイレの節水

301②
排水設備の点検票を作り
設備の無駄を少なくする
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□　環境経営計画の取組結果とその評価

内容
環境目標

(令和3年度)

実績
(令和3年

度)

原単価達成率
（売上高ﾍﾞｰｽ)

評価

101
電気使用量の削減
（ｋWｈ）

116,059 125,725

目標：基準年度からの削減率
実績：達成率

1％削減 92%

102
灯油使用量の削減
（Ｌ）

5,069 5,966

目標：基準年度からの削減率
実績：達成率

1％削減 85%

103
重油使用量の削減
（Ｌ） 15,339 16,660

目標：基準年度からの削減率
実績：達成率

1％削減 92%

104
二酸化炭素排出量の削減（ｋｇ
－ＣＯ２）

111,544 123,912

目標：基準年度からの削減率
実績：達成率

1％削減 90%

201
産業廃棄物の削減
（ｔ）

9.7 0.0

目標：基準年度からの削減率
実績：達成率

1％削減 #DIV/0!

301
地下水使用量の削減
（m3）

4,222 4,317

目標：基準年度からの削減率
実績：達成率

1％削減 98%

401
排水基準の遵守 水質測定

(1回/月)
水質測定
(1回/月)

32,250 23,995

1％削減 134%

評価基準　　⑤目標を完璧に達成(115%以上)　④目標を十分に達成(100%以上115%未満)　③目標を達成(85%以上100%未満)　

　　　　　　　　②まだ改善の余地がある(75%以上85%未満)①目標を達成していないので、是正処置が必要である。(75%未満)

　　　　　　　評価は通年の結果で評価することとする。

令和2（2020）年度
（令和2年6月～令和3年5月）

環境経営方針

4.排水の水質維持・
管理には万全を期
し、生態系への影響
に配慮する。

1.地球温暖化防止を
図るため、二酸化炭
素削減を推進する。

101①
不要な電灯を消す

101②
エアコンの設定温度の厳守
（夏季28度　冬季20度　）

102①
ジェットバーナのスイッチをこ
まめに切る

103①
ボイラー稼働時間の短縮（ボ
イラーの点検票を作成して熱
効率を上げる）

[101①～103①による]

2.廃棄物の減量化、
再資源化を推進す
る。

3.総排水量(水の総
使用量)の抑制、削
減に取り組む。

301①
トイレの節水

301②
排水設備の点検票を作り設
備の無駄を少なくする

201①
まずは安全な処理（（株）ミヤ
マに処理委託）

環境経営目標と実績

環境経営計画

評価＊1

③

100%

③

#DIV/0!

④

96%

90%

③

⑤

90%

③

88%

③

83%

評価＊1：当該期間の原単価達成率（売上高ﾍﾞｰｽ)でも評価した。

5.従業員一人ひとり
が環境保全意識を高
めつつ、環境経営シ
ステムの実施、運営
に全員参加で取り組
みます。

401①
1回/月の外部委託測定

501
化学物質の物量管理

501
不良率を低下させる。

132% ⑤
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（汚泥、廃プラ等、廃酸・廃ｱﾙｶﾘ  等）
水質汚濁防止法 排水処理施設
毒物及び劇物取締法 薬品貯蔵庫
消防法（危険物） LPG,灯油の保管
フロン排出抑制法 業務用エアコン2台　　
環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

□代表者による全体の評価と見直し

1)

□従業員のコメント

1)

今回、基準年度を平成30(2018)年度とする令和1～3年度の新3ケ年度計画を策定をした。改
善活動については今まで同様に行い、目標をおおむね達成することができた。来期も引き続
き目標を達成できるよう活動をしていきたい。

代表者の話を聞いて
今まで環境活動に取り組んできた事が今回の結果につながった。
これからも日々の活動に前向きに努めていきたい。

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
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